
平成２７年　　６月　定例会（第２回） 
­ 06月15日 ­　一般質問－04号 

 
○橋詰昌児議長　市政に対する一般質問を行います。 
　　10番　​大野​保司議員。 
　　市長、教育長、消防長に対する４件の質問事項について発言を許します(拍手) 
　　　　　　　　〔10番　​大野​保司議員登壇〕 
 
◆10番（大野保司議員）　おはようございます。議長のお許しを得ましたので、さ

きに通告いたしました４項目数問につきまして一般質問させていただきます。 
 
　まず、越谷市における自転車対策のうち、越谷駅東口における駐輪対策について

伺います。本件については、平成24年９月議会において既に一般質問しているとこ

ろです。その際、越谷駅東口では、駐輪対策が混乱している状況であり、対策を促

す趣旨で質問をしたところ、「自転車利用者に対し、公共空間利用のモラルとマ

ナーを高めるための啓発に努めるとともに、鉄道事業者やテナント事業者等と連携

協力を図り、効率的な放置自転車対策を講じてまいります」とのことでした。その

後、約３年が経過しましたが、越谷駅東口駅前広場では、常時、ピーク時ですが、

300台から400台の自転車がとめられています。そのうち200台は、公開空地等の民

有地ですが、それ以外は市の管理する駅前広場にあり、「越谷市自転車等の駐輪秩

序に関する条例」の対象となります。そのような状況下で駅前事業者の方々も自転

車等誘導員の皆さんも、駐輪対策で日々悪戦苦闘している状況であります。 
　　 
　そんな折、越谷ツインシティ管理組合では、Ａ棟の敷地内にスタンド型駐輪施設

を設置する方向で検討し、関係機関と調整したと伺っています。最終的には、消防

活動空地を確保するため、約130台程度の規模で６月中の設置を目指し、現在工事

中であります。しかしながら、とめられている自転車の数に対し、設置される駐輪

施設の数は半数以下であり、今後も不適正な駐輪が続くと想定されます。ついて

は、駐輪施設の設置の経過及び今後の駐輪対策について、市長及び消防長の答弁を

お願いいたします。 
　　 
　次に、地域医療のうち順天堂大学附属病院が浦和美園駅周辺に開設されることに

伴う越谷市及び市立病院への影響について伺います。越谷市における地域医療につ

いては、３次救急病院、獨協医科大学越谷病院及びせんげん台にある順天堂越谷病

院におのおの200ベッドの増床が埼玉県に認められ、超高齢化社会に向けた取り組

みが着実に進んでおります。獨協医科大学越谷病院については、隣接する郵政宿舎

用地を越谷市の協力もあって用地買収し、そこに病棟を新設し、周産期母子セン

ターや小児救急医療センターが設置されるなど、県内でもトップレベルの施設が整

備される予定です。これらは、医療、介護、福祉の充実を主張する高橋市長や獨協

医科大学本部を視察した公明党市議団の皆さんなど、執行部、議会が一体となった

取り組みの成果として積極的に行動された方々への敬意を改めて率直に表したいと



思います。また、順天堂大学越谷病院でも、今から47年前の昭和43年に精神医学研

究所の附属機関として設置された経緯を踏まえ、認知症対策などを行う精神内科の

機能の充実が図られる予定です。 
　　 
　この獨協医科大学や順天堂大学との連携により越谷市の地域医療は大分進んだと

感じていました。しかし、順天堂大学との関係についていえば、新聞報道によれ

ば、埼玉県の医療審議会は、３月19日に新たな病院の整備計画として、順天堂大学

から提出された事業案を採択した。これによって浦和美園駅周辺に一般病棟800床
の病院が、2018年着工、2020年完成を目指し整備されることになる。また、大学附

属病院と同時に大学院と看護学部も併設されるとのことです。上田知事も３月末に

は正式に順天堂大学の事業案を採択したとのことです。順天堂大学といえば、越谷

市においては順天堂大学越谷病院を設置しているとともに、昭和51年に市立病院を

開設したとき以来の医師派遣の大学です。 
　　 
　一方、この浦和美園に設置される新たな順天堂大学病院と越谷市立病院は、七、

八キロの距離にあり、完成すれば市立病院に勤務している順天堂大学出身の医師が

引き抜かれるのではないか、また当然異動することになるだろうななど、医師不足

の中、市民の中からさまざまな臆測が私のところに伝わってまいります。最悪の場

合、市立病院の医療体制に重大な影響を及ぼすことも考えられます。つきまして

は、越谷市の医療体制への影響、及び市立病院の運営にどのような影響が考えられ

るのか、市長のお考えを伺います。 
　　 
　また、今までの越谷市と順天堂大学との長年の関係を考えれば、さいたま市への

大学附属病院の建設に当たっては、当然市長に何らかの説明や報告があるべきだと

思いますが、その当然あるべき説明や報告が順天堂大学からあったのか、市長に伺

います。 
　　 
　次に、誇りを持てる越谷を築くことに関して、小中学校の運動会・体育祭におけ

る越谷らしさの表現について伺います。春は市内小中学校の運動会・体育祭の時期

であり、５月中旬から６月上旬にかけて市内多くの小中学校で運動会・体育祭が行

われています。各校とも児童生徒と先生方を中心に、ご家庭、地域とのきずなが深

まるとともに、これからの１年の学校、学級経営にいいスタートが切れたのではな

いでしょうか。 
　　 
　さて、運動会・体育祭といえば、リレーなど競走種目とダンスなどの表現種目に

より、運動能力における競争と協力が各校独自に示されるものだと思います。ま

た、その運動会・体育祭を保護者、地域に公開することで、学校、ひいては越谷市

の教育の姿勢を市民に伝える重要なイベントとなっていると認識しております。そ

のうちダンスなどの表現種目については、運動会・体育祭の春開催に伴い、準備期

間が短いこともあって、各学年ごとの定例化が進み、よさこいソーラン節や花笠音

頭などが多くの学校で取り入れられていると伺っています。 
　　 



　一方で、日本３大阿波踊りとうたって、年間70万人の人出があるとも言われる阿

波踊りについては、市内の学校で取り入れられているという話を聞いたことがあり

ません。伝統芸能や運動能力という点では好ましいとは思うのですが、せっかく越

谷に住んでいながら、他の地域の伝統芸能を定例化して行うことに寂しさを感じる

などの声をご家庭や地域の方から伺うことがふえてきました。このため、一方で市

内の小中学校の運動会・体育祭で越谷音頭を取り入れている学校もふえているよう

です。私は、誇りを持てる越谷を築くには、越谷固有のよいものを守り、育てるこ

とが重要と考えており、これまでもシラコバトやコシガヤホシクサの保護や教育で

の活用などを訴えてきたところです。この運動会・体育祭における表現についても

越谷固有のものを取り入れることが重要ではないでしょうか。越谷で育つ子供たち

には、他の地域の伝統芸能もよいのですが、まず越谷の歴史と伝統を感じさせる表

現運動を取り入れるべきだと考えます。このため越谷の夏まつりで老若男女が踊れ

る越谷音頭を運動会・体育祭に取り入れることは大変よいと考えます。ついては、

越谷市内の小中学校の運動会・体育祭でよさこいソーラン節や花笠音頭、阿波踊り

など、他地域の伝統芸能がどのぐらい取り入れられているのか。また、越谷音頭は

どの程度取り組まれているのか、その現状を踏まえ、その現状と市の考えについて

教育長に伺います。 
　　 
　次に、越谷市における観光振興について、これまでの取り組みと今後の方向につ

いて伺います。政府は、2020年の東京オリンピックを契機に、年間2,000万人の海

外からの観光客を見込むなど、観光産業を国の重要施策と位置づけ、アベノミクス

の成功例として一層強く取り組む考えのようです。 
　　 
　去る６月５日、来年度日本で開催されるサミットは、三重県伊勢志摩地方で開催

されることが安倍首相から発表されました。この伊勢志摩には、日本の神社の取り

まとめを行う伊勢神宮があります。そして、その伊勢神宮と越谷総鎮守、久伊豆神

社とのつながりは、近年では前々回の式年遷宮の際に第３鳥居を賜ったことなど、

とりわけ深いものがあり、この観光施策の取り組みについては、スケールの違いは

あるものの、ぜひとも越谷市でもあやかりたいと思うものです。 
　　 
　越谷市における観光施策については、東京圏の東部という地勢的な利点を生かし

て、東京都東部や埼玉県から栃木県までの東武スカイツリーライン沿線、東京圏北

部の住宅地を結ぶＪＲ武蔵野線沿線など、約1,000万人を対象とした日帰り観光地と

して、越谷自身の地域資源の魅力を高め、地元産業の振興に結びつけていく必要が

あると考えます。その点越谷市における観光振興については、平成26年度に観光協

会を設立し、今年度から観光課を設置するなど、順次計画的に体制が整備されると

ともに、観光イチゴ農園、こしがや田んぼアート、越谷サイクルマップの作成な

ど、越谷レイクタウンに来訪する年間5,000万人とも言われる利用者を市内のさまざ

まな観光資源に取り込み、市内産業の活性化に向けて取り組んできているところで

あり、大いに評価するところです。 
　　 



　そこで、今後観光という視点からさまざまな取り組みが進められると考えるわけ

です。越谷市にはさまざまな観光資源や観光事業としての取り組みがある中で、こ

れらを体系的、効果的に育成し、産業振興に結びつけていくために取り組んでいく

べきと考えます。また、体系的に施策を展開していく上では、象徴的な取り組みが

必要と考えます。まさに地方自治体における観光振興は、政府が旗を振って進める

地方創生の総合戦略の重要な部分ではないでしょうか。 
　　 
　越谷選出の黄川田仁志衆議院議員は、去る４月24日に衆議院本会議代表質問で石

破茂地方創生担当大臣に代表質問しました。その質問は、各地方で地方人口ビジョ

ン及び地方総合戦略の作成が始まる中、地方の多様性を生かした地方創生の目指す

姿について伺うもので、石破大臣の答弁は、「東京圏もその実情は一様でなく、地

方創生の実現のためには国が地方を変えるのではなく、地方みずからがその実態に

応じた処方箋を示し、実行することで、地方みずから変わっていくことが重要で

す。国も意欲と熱意のある地方公共団体に情報支援、人的支援、財政支援を実施し

ています。各地方公共団体では、住民の産、官、学等の参画を得つつ、地方議会で

十分にご議論をいただき、地方における創意工夫を結集していただきたいです」と

述べています。 
　　 
　観光振興がこの地方創生総合戦略の全てを占めるわけではありませんが、越谷に

おいては今後の都市戦略の重要な部分を占めると考えます。ついては、越谷市にお

ける観光振興に関するこれまでの取り組みと今後の方向について市長に伺います。

以上で１回目の質問を終わりにいたします。 
 
 
○橋詰昌児議長　ただいまの質問に対し、市長、教育長、消防長の答弁を求めます。 
　　　　　　　　〔高橋　努市長登壇〕 
 
◎高橋努市長　おはようございます。引き続いてご苦労さまでございます。それで

は、ただいまの大野議員さんのご質問に順次お答えいたします。 
 
　まず、越谷市における自転車対策についてのお尋ねでございますが。越谷駅東口

における駐輪対策については、自転車などの放置による環境悪化の防止や歩行者な

どの通行の安全確保を図るため、「越谷市自転車等の駐車秩序に関する条例」に基

づき、市内各駅の指定区域を放置自転車等整理区域と定め、放置される自転車など

に対して事前予告を行った上で保管場所へ撤去、移送を行っております。 
 
　越谷駅東口ツインシティ前におきましては、歩道や店舗前に買い物客などによる

自転車が放置されている状況が見受けられますので、株式会社越谷ツインシティに

対して、建物地下の駐輪場に誘導するよう案内板の設置や誘導整理員の配置、利便

性のある駐輪施設の整備等の対応策を要望してまいりました。市といたしまして

も、店舗前の公道上に駐輪している自転車に対し自転車等誘導員を配置し、点字ブ

ロックなどの通行の安全を確保するとともに、立て看板など条例に基づく撤去の告



知、保管場所並びに放置自転車があることで通行する方が危険である旨の表示を

し、さらには広報紙による啓発や案内チラシの配布などをするなど、放置自転車対

策を講じているところでございます。 
　　 
　こうした中、今般株式会社越谷ツインシティより、利便性のある効果的な駐輪対

策としてツインシティの敷地内に駐輪ラックを約130台設置する旨の意向が示され

ました。具体的な時期につきましては、今月末までの設置を目指し、現在準備を進

めているところと伺っております。 
　　 
　一方、越谷駅周辺には駐輪場が整備されており、利用率は約６割と、まだまだあ

きがある状態となっております。こうした状況を踏まえ、放置自転車対策に効果的

な今回の駐輪ラック設置に合わせて、本条例に基づく適切な対応を図ることによ

り、状況の改善が図られていくものと考えております。今後も引き続き自転車利用

者に対し、公共空間利用のモラルとマナーを高めるための啓発に努めるとともに、

事業者等と連携協力を図り、放置自転車の抑制に努めてまいりますので、ご理解賜

りたいと存じます。 
　　 
　次に、地域医療についての順天堂大学医学部附属病院が浦和美園駅周辺に開設さ

れることに伴う越谷市及び市立病院への影響についてのお尋ねでございますが。埼

玉県では、地域医療に必要な救急、周産期医療などの喫緊の医療課題への対応と医

師の確保や育成を図るため、昨年９月に第６次埼玉県地域保健医療計画を変更し、

基準病床数の改定を行い、今年１月に新たに病院の整備計画を公募して、本年３月

に順天堂大学医学部附属病院をさいたま市に整備する計画を決定したと伺っており

ます。この整備計画では、埼玉高速鉄道浦和美園駅周辺のさいたま市に一般病棟

800床の大学病院のほか、医学系大学院と看護学部を併設し、平成32年度の完成を

目指し、整備を進める計画と伺っております。計画されている医療機関が本市の近

隣に整備されることは望ましいことと思いますが、一方で県東部地域における医療

スタッフの確保に影響が出ないか懸念もあるところでございます。 
　　 
　そこで埼玉県地域保健医療計画の変更案に対して、新たな病院整備については、

地域医療を担っている病院の医師、看護師等の医療スタッフの確保に支障を生じさ

せることなく、安定的に確保する方策をとった上で実施するよう要望する旨の意見

書を提出しており、市立病院への影響については、ないものと考えておりますが、

今後も埼玉県の動向を注視し、関係機関とも調整を進めてまいりますので、ご理解

を賜りたいと存じます。 
　　 
　次に、観光振興について、これまでの取り組みと今後の方向についてのお尋ねで

ございますが。本市における観光振興につきましては、第４次総合振興計画前期基

本計画において、にぎわいと活力を創出する商業、観光の振興を施策の一つとして

掲げ、既存の観光資源や観光ルートを基盤としつつ、他業種やイベントとの連携に

よる新たな観光資源を創出するとし、推進してまいりました。また、本年４月１日

に観光経済部産業支援課から、観光振興に関する事務を分課独立させ、観光課を新



設し、平成25年に一般社団法人となった越谷市観光協会と相互の組織体制の強化を

図り、さらなる観光事業の充実に取り組んでおります。市内には、５本の１級河川

や葛西用水など、水郷こしがやを象徴する豊かな水辺空間、旧日光街道沿いの歴史

的建築物や伝統的地場産業などの魅力ある観光資源が数多く存在しており、さらに

はイチゴ観光農園、農産物直売所やこしがやブランド認定品など、新たな観光資源

の創出に取り組んでまいりました。また、観光イベントといたしましては、越谷市

民まつり、北越谷桜まつり、越谷花火大会、田んぼアート事業、南越谷阿波踊りな

どがあり、いずれの事業も市内外から多くの方々が訪れ、にぎわいを見せておりま

す。 
　　 
　さらに、越谷レイクタウンは、広大な親水空間という魅力ある資源を最大限に活

用できるという利点を保有しているとともに、日本最大級の規模と集客力を誇る大

型ショッピングモールがあり、交流人口を観光資源という視点から捉えた場合、本

市の大きなアドバンテージとなります。2020年に開催される東京オリンピック・パ

ラリンピックを契機に、多くの外国人観光客の訪日が予想されております。特に本

市は開催地である東京からのアクセスもよく、自然、歴史、伝統文化や食を通じた

体験型観光メニューを初め日本庭園花田苑、さらには日本文化伝承の館こしがや能

楽堂など、外国人の嗜好に合った観光資源が多く存在しており、外国人を対象とし

たインバウンド観光には、大きな可能性があると考えております。観光振興は、地

域内の幅広い産業、経済効果をもたらすとともに、多くの雇用を生み出すことが期

待できる成長分野であり、にぎわいを創出する重要な施策と考えております。 
 
○橋詰昌児議長　次に、教育長。 
　　　　　　　　〔吉田　茂教育長登壇〕 
 
◎吉田茂教育長　それでは、ただいまの大野議員さんのご質問にお答えをいたしま

す。 
　　 
　誇りを持てるまち越谷を築くことについてのお尋ねでございますが。小中学校の

運動会・体育祭における越谷らしさの表現につきましては、平成27年度の運動会及

び体育祭における日本のさまざまな伝統芸能を取り入れたプログラムとしては、小

学校では学年によっても違いますが、ロックソーランやよさこいソーランが最も多

く、26校で実施されております。続いて花笠音頭が７校で、エイサーが３校で実施

されております。小学校学習指導要領解説体育編には、それぞれの地域で親しまれ

ている踊りや日本の代表的な民謡の中から軽快なリズムの踊りや力強い動きなど、

特徴が異なる踊りや簡単な動きで構成されている踊りの例として、ソーラン節やエ

イサー等が具体的に示されており、多くの学校で表現運動系の学習教材として取り

上げられております。 
　　 
　中学校では、例年８月に南越谷で行われる阿波踊りを体育祭の新プログラムとし

て計画している学校が１校ございます。また、越谷らしさをあらわすプログラムの

実施例として、越谷町合併３周年を記念して昭和33年に創作された越谷音頭を全校



的に取り組んでいる学校が８校、また学年の表現運動としてソーラン節と組み合わ

せて行う学校が１校ございます。さらに、増林地区や蒲生地区では、地域で創作さ

れている踊りを取り入れている小学校もございます。 
　　 
　学習指導要領では、運動会や体育祭などの体育的行事について、学校の特色や伝

統を生かすことが大切であること、日ごろの学習の成果を学校内外に公開し、発表

することによって、学校に対する家庭や地域社会の理解と協力を促進することなど

が示されております。このことを踏まえて、運動会や体育祭を平素の学習活動を発

表する場として捉え、公開、発表する種目につきましては、児童生徒、保護者や地

域等の実態を考慮しながら各学校で創意工夫し、決定しております。平素の教育活

動の中で越谷市についての学習を行い、その内容を踏まえた一つの成果として運動

会等で取り上げ、実施することは、越谷市民としての誇りを持てる手だての一つで

あると認識しております。 
　　 
　いずれにいたしましても教育委員会としましては、越谷音頭の実施も含め、越谷

らしさを表現する取り組み例を校長会等で紹介するなど、誇りを持てるまち越谷の

一員としての自覚が培われるよう取り組んでまいりますので、ご理解を賜りたいと

存じます。 
 
○橋詰昌児議長　次に、消防長。 
　　　　　　　　〔百木孝司消防長登壇〕 
 
◎百木孝司消防長　それでは、ただいまの大野議員さんのご質問にお答えをいたし

ます。 
　　 
　越谷駅東口における駐輪対策についてのお尋ねでございますが。株式会社越谷ツ

インシティと消防本部との協議の経緯につきましては、越谷ツインシティの建設計

画時に「越谷市まちの整備に関する条例」に基づき、当時の越谷駅東口市街地再開

発組合から消防水利施設等協議書の提出があり、協議の結果、防火水槽及び採水口

を設置するとともに、消防活動空地を確保していただきました。防火水槽及び採水

口につきましては、防火水槽を地下に設置し、採水口から消防ポンプ自動車が給水

して消火活動を行うための設備であり、また消防活動空地につきましては、はしご

つき消防自動車が活動するため、幅６メートル、長さ12メートルの空地を確保する

もので、４階建て以上の建物が対象となっております。本年になりまして、株式会

社越谷ツインシティから、Ａシティ周辺に自転車が放置されている状況を解消する

ため、Ａシティの西側に駐輪ラックを設置することについてのご相談がありまし

た。消防本部といたしましては、越谷ツインシティの建設計画時の協議内容と消防

活動空地等及びこれに至る進入路については、駐輪ラックを設置できない旨のご説

明をしておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 
 
 



○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　皆様前向きな答弁ありがとうございました。元気を出し

て、午前中なので、再質問させていただきたいと思いますが、まず駐輪対策でござ

います。 
　　 
　市長のご答弁によりますと、越谷駅東口の駐輪利用率６割程度であって、そちら

のほうをまだ余った４割を活用していくことで対応していきたいと、こういうよう

な趣旨のご答弁かなと思ったわけですけれども、私も私なりに駐輪の状況、ここ１

週間も確認してきたのですが、例えば６月10日の９時45分、これＡシティの敷地内

には114台、その外回りには104台、Ｂシティのところには34台、合わせて252台、

これは午前中の早い時期、252台ということでした。 
　　 
　それから、この間の金曜日、６月12日、これ夕方の６時、そこで見ると、Ａシ

ティの敷地内には90台、その外側にはお買い物時間ということもあって、150台、

Ｂシティのところには内外合わせて60台、合わせて250台。いずれも朝と夕という

まだこれから自転車が動くなという時間帯では250台前後です。その後お昼とか買

い物時間のピークになりますと、先ほど話したとおり300台から400台はあるのでは

ないかと。また、この時期はちょうどそのラックを設置するということで、敷地内

のところ、制限区域をしっかり設けていました。また、それから消防の活動空地に

ついても、ご指導があったことも踏まえて、これもとめないようにという指摘が

あったので、なかなかとめられない状況もあったと、そういうことでも250台あっ

てピークにはやはり300台から400台あるのかなというのを改めて感じた次第です。 
　　 
　その駐輪利用率６割の中で、実はツインシティのＡ棟の地下には、地下駐輪場と

いうのがあって、これは当初の計画で1,300台設置されるようにできているというこ

となのですね。その６割のおおむねは、多分そこだと思うのですけれども、２段式

になっていまして、１段目のほうは、実はおおむね埋まっているのです。埋まって

いる人はどういう人が使っているのかなと見たのですけれども、高校生が多い。つ

まり通学とか通勤で１日利用される方が東武のプロパティのところとか、駅指定の

駅の線路下の駐輪所とかは高いので、それよりも1,000円ぐらい安くなっていますか

ら、そちらのほうを使っているということで、２段式の下の部分はおおむね埋まっ

ているという状況であります。 
　　 
　だから、その６割の中身のうちの半分の、多分1,300の半分ですから600台ぐらい

は、その２段目の上のほうがあいているのではないかなと思うのです。これを上下

に下げて使うというのは結構大変だなというふうに私は思っておりまして、人の流

れを見るとその定時的な利用というよりも、一時的なカスミの前の買い物利用、そ

れからＢ棟の例えば図書室とか、パスポートセンター、市民活動支援センターなん

かを使われる方がやはり多いのではないかなというふうに思うわけです。そういう



ことから、なかなか今言われている130台程度では、引き続き問題の解決には遠い

かなと思いますし、その利用率を上げて地下のほう２段式を使ってくれと言って

も、その一時的な人がもう１段目は高校生等元気な人が使ってしまって、お買い物

に来たおじちゃん、おばちゃんが、２段目のところにこうやってよいしょと言って

自転車を上げるってなかなか考えがたいと思います。そういうことで、その利用率

を上げていくという取り組みが余り実態に合っていないような気がしますが、今後

のことだとは思いますが、どのように具体的に問題を解決していこうとしているの

か。その４割を高めるやり方、具体的にありましたらお考えを教えてください。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましては、協働安全部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　協働安全部長。 
 
◎荒井隆之協働安全部長　それでは、お答えいたします。 
　　 
　自転車の利便性につきましては、誰でもが認めているところでございます。その

利用に関しましては、法規遵守はもちろんのこと、利用上のモラル、マナーを守る

ことが重要であります。ご案内のとおり、ツインシティの駐輪場につきましては、

約1,300台地下に設置されておりますが、利用率が低いと伺っております。今回対策

として１階店舗周辺に駐輪ラックが設置されますが、駐輪ラックであれば入り口か

ら近いこと、また地下の駐輪場であれば屋根があると、それぞれの長所があります

ので、目的別に利用していただき、適切に利用を促すことも必要であると考えま

す。 
　　 
　また、越谷駅周辺には、先ほどツインシティ駐輪場のみのお話のように進められ

ておりますけれども、東口全体に利用率の低い駐輪場もございます。これらをさら

に利用率を高めていく必要があると考えます。また、最近では民有地を利用して小

規模な機械式の駐輪場も幾つか建設されております。いずれにいたしましても、自

転車の放置による環境悪化の防止並びに通行機能の確保及び歩行者の安全保持を図

るように、引き続き事業者等と連携協力を図りまして、駐輪場への誘導等を積極的

に行うとともに、公道への駐輪に対しましては、条例に基づく警告や撤去など放置

自転車抑止のための対策に努めてまいりますので、ご理解を賜りたいと存じます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　今の話だと、ツインシティの1,300台のうち、今は半分

ぐらいまだ残っているところは使ってもらうように指導していくということと、そ



れ以外のところ、多分鉄道高架下とか、そういったところとか、個人のチャリパー

クというのですかね、自転車パークみたいなもので１時間100円とかいうようなも

のの利用を進めていきたいということだったのですが、一方で越谷の東口というの

はにぎわいを求めると、中心市街地活性化というようなことでいろいろイベントも

されていまして、そういうときには皆さん大挙して自転車で遠方から駆けつけてし

まうわけですよね。今もう一歩その130台設置されるところの細かい図面、消防さ

んに伺って、私も見せてもらったのですけれども、日常出入りに使われるカスミス

トアの目の前が運の悪いことに消防公開空地になっていまして、一番人の出入りを

するところが自転車とめられないわけですね。ラックも設置できない。そういうと

ころで、その入れないといった目の前に、またまた100台から200台の自転車が引き

続きお買い物利用ということで、１時間、２時間だからということでどんどんと

まっていってしまうような気がするのですが、そこへの対策。先ほど警告という話

がありましたが、どのようにやられていくのか。単純にやっていってしまうと、こ

れは市は条例を持っているからかもしれませんが、市民の方からすると、１時間カ

スミに来ただけで自転車、何か遠くのほうまで持っていかれてしまったというと、

これは非常に不便を感じるのではないかなと思うのですけれども、そのあたりにつ

きまして再度ご答弁お願いします。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　お答えいたします。 
　　 
　市民の皆さんのいわゆる自転車利用者の気持ちもわからないわけではありません

けれども、とめてはいけないところにとめているということについては、やっぱり

認識を新たにしていただきませんと、これはもう今始まった話ではありませんで、

特に通勤自転車の対策等でもさんざん以前から議論されてまいりました。そういう

中で、駐輪場が絶対的に足りないということで、取り締まりだけでいいのかという

ような議論もさんざんありまして、官民あわせて駐輪場を設置していただいて、そ

のかわりもちろん有料になるわけです。有料になるのだけれども、利用者のマナー

として、やはりそういう有料ではあってもぜひ活用していただきたいということ

で、できる限り利用者の皆さんにご理解をいただきたいと思います。そういう中

で、高架下の駐輪場等についても、確かに有料でありますけれども、まだスペース

があると、借りようと思えば借りられるようなところがあるわけですから、ぜひお

借りいただいて、とめてはいけないところにはとめてくれないようにお願いしたい

と思います。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　なかなか道のりはどうなのかというのは、まだまだ注目

していきたいと思っておりますが、ぜひ本来定時的にお仕事に行くのに、お金を



払って駐輪場にとめなければいけない人たちが無料でとめているのではないかと、

こういう疑いも随分あるのではないかという声も聞いております。その部分は、確

かに今市長の言ったように、きちんと排除していただきたいと思うのです。そのた

めには、やっぱり警告なんかをしていただいて、１時間、２時間の利用のものは

オーケーなのだけれども、それ以外のものはだめだよというようなことだと思いま

すので、その辺はしっかりやっていただきたいと思うのですが、一方でやっぱりお

買い物、カスミに来たおじいちゃん、おばあちゃん、子供たち、こういう人たちが

カスミに寄って、しまむらに寄って、ついでにパスポートもつくって、１時間30分
かかったら自転車がなかったと、こういうことでは、これもまずいことだと思うの

です。そういうことも含めて、ぜひともその対策を打つ上ではその内容と、それか

ら自転車をとめられる方は、曜日と時間帯によっても大分違うので、そういうとこ

ろの裏づけもしっかりとれるように、また１年後か２年後、私も細かく聞いてみた

いと思っておりますので、その点しっかりしたデータを持った対策をしていただけ

るようお願いしまして、次に参りたいと思います。 
　　 
　地域医療の件でございますが、もちろん全体としては浦和美園に800床の病院が

できるわけですから、近隣の越谷市としてもこれがうまく使えれば地域医療の改善

に資するとは思うわけですが、さわさりながら越谷市の基幹病院、市立病院の機能

が低下してしまうということでは、やはりいけないと思うわけです。市立病院には

一般会計から毎年11億円という支出をして、今の赤字問題を解消してきたという経

緯もあるわけで、大事にしていきたいと私も思うわけですが、やはりそういう意味

から順天堂さんの動きについては、報告や説明があって当然ではないかなというふ

うに思うわけです。 
　　 
　それから、そのせんげん台にある順天堂越谷病院も200床の増床が29年度中には

実現するという計画だったと思いますが、同じ順天堂が市立病院にもあって、せん

げん台にもあって、浦和美園にもあるということでございますので、これもちょっ

と不安を感じる要素なのです。29年度に実現するということであれば、当然もう建

築確認申請なんかは出ているのではないかなと思うのですが、そういった動きはあ

るのでしょうか、教えてください。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましては、保健医療部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　保健医療部長。 
 
◎大武孝夫保健医療部長　それでは、ただいまのご質問にお答えいたします。 
　　 
　順天堂大学医学部附属順天堂越谷病院につきましても、獨協医科大学越谷病院と

同様に、平成25年から29年の５年間の埼玉県の第６次地域保健医療計画の中で増床



を認められたものでございます。どちらも200床ずつということでございますが、

順天堂越谷病院につきましては、精神疾患を有する方への対応ですとか、高度専門

医療、そういったものを対応ということで200床の増床を認められたというふうに

伺っているところでございます。具体的にどういったスケジュールでこういったも

のが現在進められているとか、そういったこと、その内容につきましては、残念な

がら現在のところ私どものほうは伺ってはいないというような状況でございます。

以上でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　建築確認申請というものの提出先は越谷市だと思うので

すけれども、今のご答弁ですと、まだ２年後の建設予定だけれども、建築確認申

請、つまり具体的な病院の増改築の予定というものは出てきていないということで

よろしいのでしょうか。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましても、保健医療部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　保健医療部長。 
 
◎大武孝夫保健医療部長　現在どういった形で、先ほどご答弁申し上げましたよう

に、その内容についても把握はしていないという状況でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　やはり重要な基幹病院というかね、また医療スタッフの

確保というのが、さらに箱をつくっても動かなければいけないということで、ぜひ

ともその動きというのをしっかり把握しまして、これまでの長年の経緯があるわけ

ですから、協力体制というのを築いていただきたいなと。通常やっぱり民間の動き

では、大きなものをつくれば効率化の観点から合併するなり、吸収するなりという

のが民間としては基本でございますので、せっかくせんげん台にある順天堂越谷病

院、200床とはいってみたものの、浦和美園に800あるからどうかなという話になっ

てしまうと、越谷市民にとっては非常にマイナスだと思いますので、聞いていない

ということではなくて、しっかり情報をとっていただければなと思います。 
　　 



　では、次に参ります。小中学校の運動会・体育祭における越谷らしさの表現とい

うことで、学習指導要領にもありますが、さらに越谷としては越谷らしさを示す取

り組みをしっかり進めていきたいということで教育長から非常に前向きな答弁をい

ただいたと、こういうふうに認識しているわけでございますが、今のお話を整理す

ると、越谷市内の小学校ではよさこいソーランが26校、花笠につきましては７校、

それからエイサーが３校、そのほか越谷のほうの越谷音頭につきましては８校で取

り入れて、さらに部分的ではあるけれども、12校プラス１校で取り組んでいると。

それから、増林ともう一つの地区、ちょっと聞き漏らしましたが、２つの地域で

は、さらにその地域の音頭というのですかね、そういうものも取り入れているとい

うようなお話だったと思います。 
　　 
　一方で日本３大阿波踊りといいながら、その阿波踊りということについては、全

然まだまだ取り組んでいないのかなということだと思うのですが、何か１校だけ検

討されているというようなお話がありましたが、その阿波踊りの取り組みの状況は

どうでしょうか。 
 
○橋詰昌児議長　教育長の答弁を求めます。 
 
◎吉田茂教育長　ただいまのご質問につきましては、学校教育部長よりお答えをい

たします。 
 
○橋詰昌児議長　学校教育部長。 
 
◎野口久男学校教育部長　それでは、お答えをいたします。 
　　 
　阿波踊りに対する取り組みということでございますけれども、今年度１つの中学

校で表現運動の一つとして阿波踊りをこれから今取り組んでいるという状況でござ

います。学校のほうの総意で取り組んでやっているものというふうに認識している

ところでございます。以上でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　日本３大阿波踊りということで、昨年で30回ですかね、

人出も昨年のホームページで60万人、ことしのホームページ見たら70万人と出てい

て、１年間で10万人ふえてしまったのかなと思うのですが、そういうようなことで

重要な市としては観光資源でもあるので、やはり阿波踊りの行われる地域での地元

への定着というのが30年たっても、今の話を聞くと図られていないのかなと思うの

です。そういうことではなく、やっぱり地元でできたものを愛していただけるよう

な展開にぜひ結びつけていただきたいというのが１つでございます。 
　　 



　もう一つは、やはり越谷音頭が今のお話だとおおむね20校程度取り組まれている

ということですが、その学校の表現で進めていく割には、よさこいの26に対する

と、まだまだ弱い。本来越谷市に住んでいるわけで、やはりあの歌詞を聞くと、非

常に越谷の特徴を端的に示したすばらしい音頭だなと思うのです。そういうものが

なかなか広がらないこの原因というのですかね、状況、それは各校の判断とあるの

ですけれども、その運動会とか体育祭との親和性というのですかね、そういう点で

は若干問題があるところもあるのかなとも思うわけですが、ありていにその越谷音

頭、どのように取り扱っていくべきなのか、お考えを聞かせてください。 
 
○橋詰昌児議長　教育長の答弁を求めます。 
 
◎吉田茂教育長　ただいまのご質問につきましても、学校教育部長よりお答えをい

たします。 
 
○橋詰昌児議長　学校教育部長。 
 
◎野口久男学校教育部長　それでは、お答えをいたします。 
　　 
　越谷音頭につきましては、全校的に取り組んでいるところが８校、また学年の表

現運動としてソーラン節と組み合わせて行う学校が１校でございます。越谷音頭に

つきましては、ほとんどの学校で例えば昼休み前のアトラクション的に地域の方あ

るいは保護者の方を巻き込んだ形で交流活動の一環という捉え方をしながら取り組

んでいるものでございまして、表現運動としましては若干運動量的には各学年で表

現運動として取り組むには少ないという特徴があるかなと思いますので、地域の実

情に応じてそれぞれ取り組んでいて、伝統となっている学校もあるようでございま

すので、校長会等ではそういった取り組みをしている学校につきましては、これか

らまた紹介していきながら、少しでも広がっていけばいいかなというふうに考えて

いるところでございますけれども、ただ運動会のプログラム内容につきましては、

それぞれの学校の伝統等もございますので、学校からの学校そういった取り組みを

支援するという立場でいきたいというふうに考えておりますので、ご理解をいただ

ければと思います。以上でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　今おっしゃられたとおり、越谷音頭のよさはよくわかる

けれども、運動会で運動量という点では若干問題があるということだと思います。

昼休みのイベントとして老若男女、地域から参加された方が参加するのには非常に

アトラクション的にはいいということで、実際はその夏まつりのときに子供たちが

そういう機会を通じて学んだことを生かして踊っているかというと、まだまだ少な

いのかなとは思うのですけれども、そういうつながりに持っていければ、さらにい



いのではないかなと。ことしの夏まつりも注目して、私も見ていきたいと思ってお

ります。 
　　 
　その一方で、その運動量が足りないということですが、運動ということ、ダンス

ということでいうと、例えばですよ。越谷出身のダンスミュージシャンというと、

やっぱり日本一のアツシさんがいるエグザイルなんていうのがあるわけでして、や

はり越谷も中核市になった以上、トップレベルを目指すということで、それがいい

とは思いませんが、変なものをつくって後でみんなが使わないということではない

ですけれども、そういう越谷固有のものをやっぱり基本に置いた上で、ほかの地域

はいいのですけれども、それがないままよその話ばかりというのは、ちょっと寂し

い気がしますので、その越谷固有の運動系の表現ということにつきまして、今後取

り組んでいくお考えがあるのかお聞かせください。 
 
○橋詰昌児議長　教育長の答弁を求めます。 
 
　いずれにしましても、越谷らしさ、そして誇りを持たせるということについて

は、運動会や体育祭のそういう場だけではなくて、いろんな形でやらせていただい

ているところもございます。一例を挙げますと、例えば教育委員会では教育振興基

本計画に基づいて、小学校のクラブ活動や中学校のクラブ活動にそれぞれ指導者を

派遣しており、茶道とか華道あるいは箏曲のいずれかについては、全中学校の部活

動であるいは木遣り、お囃し、神楽、獅子舞、能などについては、小学校のクラブ

活動で取り組んでおり、またこうした取り組みの発表会が日本文化伝承の集いとし

て能楽堂花田苑にて毎年開催しております。さらに、市内の全小学校の６年生を対

象に本格的な能舞台を鑑賞する、さらには能を肌で感じてもらうという場として、

こども能楽劇場、これも開催してございます。 
　　 
　こうした取り組みとあわせて、運動会についても考えていきたいあるいは大野議

員さんご指摘のあった件についても取り組んでいきたいというふうに考えておりま

すので、ご理解賜りたいと思います。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　​大野​議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　ありがとうございました。 
　　次に、観光振興について伺いたいと思うのですけれども、いろいろ再質問をし

ようと思うと切りがないわけではございますが、端的に。予定していた話もあるの

ですが、ＪＴＢの包括協定の話が、一応ご紹介があったのですけれども、その越谷

市、何か旅行というとどうも越谷市民だと外に行く話ばかりで、中に旅行者が来て

くれるのかという、本当に大丈夫なのというふうにも思ったりするわけで、その包

括協定を結ぶと、どんないいことがあるのか。最初の答弁で３つの柱というような



ことでご説明があったのですが、もう一度そこも確認させていただきたいと思いま

す。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましては、環境経済部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　環境経済部長。 
 
◎長柄幸聖環境経済部長　お答えいたします。 
　　ＪＴＢ関東さんと包括協定を結ぶと何がいいことあるのですかというようなお

話、メリットということだと思いますが、ご案内のとおり株式会社ＪＴＢ関東さん

というのは、答弁の中でも申し上げましたけれども、国内最大手の旅行会社で、こ

れは旅行ですとか観光、これまで日本の国がやってきた旅行だとか観光に関するこ

れ相当多くの、また質の高い多様な情報を持っているという企業だというふうに

思っております。越谷みたいに首都東京近郊にありながら、京都ですとか奈良とか

違って、大きな歴史的な呼び込み資源みたいなものが非常にないとは申しませんけ

れども、少し少ないようなところに、このような最大大手さんのいろいろな観光に

対するノウハウですとか、そういうのをご教授いただいたり、または情報を提供し

ていただいたり、また越谷市の観光がこれからどのような方向性で行くのかという

ようなことの情報交換などをさせていただくということが最大のメリットであると

思っています。ですから、包括協定を結んだから観光客がいきなり50万、80万、

100万ふえるというようなことではなくて、これからのありようみたいなものをこ

ちらの株式会社さんと協議または調整、または勉強会などをともにしてまいりたい

というふうに考えております。以上でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　まさにこれからの観光施策をつくっていく上で基幹的な

協定になるというようなことを期待申し上げたいわけですけれども、ではそういっ

たことで、具体的に例えば越谷の取り組みならどうなのということでいろいろある

わけですが、１つだけちょっと聞いてみたいのですけれども、ことし11月15日にさ

いたま市国際マラソンというのが開催されるということですが、これ通過ルートを

見ると、実は浦和のほうを出発するのですけれども、国道463号を通じまして埼玉

スタジアムから荻島、出羽のあたりまでルートになって入ってくるわけです。そう

いうことでいうと、越谷を売り込むという観光の観点から、ぜひとも越谷市もこれ

をうまく活用すべきでないかと思うのですけれども、市長はどのようにお考えなの

か、お聞かせください。 
 



○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましても、環境経済部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　環境経済部長。 
 
◎長柄幸聖環境経済部長　お答え申し上げます。 
　　 
　議員さんおっしゃったように、本年11月15日、これ日曜ということですが、こち

らのほうで開催される第１回さいたま国際マラソンということで新聞等で報道がご

ざいました。市内にある国道463号線、こちらがコースの一部となっておるという

ことで、特に25キロメートル過ぎの神明町の交差点付近、こちらが折り返し地点に

なるということで情報が出ております。折り返し地点になりますと、また25キロと

いうところが非常にレースも佳境に入ってくるようなところでもございますし、こ

ちらに多くの観戦者の方がいたり、また越谷市のＰＲなり、旗を振るなりなんなり

いろんな応援のスタイルがあるかと思いますが、こういったことが展開されれば大

会自体も盛り上がるとは思いますし、越谷市の大きなＰＲというふうになるとも思

います。 
　　 
　また、折り返し地点ですから、一般的にはテレビの中継ですとか、そういったも

ので絵が抜かれるということもあるでしょうし、こういったことは非常に越谷市を

ＰＲする、観光だけでなくてシティプロモーションという立場でも非常にＰＲする

大きな機会となると思います。したがいまして、今現在では庁内関係課というとこ

ろでアイデアを募集したり、どんなことをするのか、どんなＰＲをするのかアイデ

アを募集したりしているところでございますので、これは市役所だけではなくて沿

道住民の方ですとか、いろんな方とのコラボレーションというか、協働も必要にな

ると思いますが、今はそのようなところで検討しているという段階でございます。

以上でございます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　いや、本当でしたら中核市越谷となったわけですから、

越谷市国際マラソンだともっとよかったわけですけれども、せっかくお隣でつくっ

ていただきまして、越谷市もやってくるということですので、東京国際マラソンな

んかも沿道沿道でご当地のイベントを展開して、テレビの中でうまく中継の中に乗

せていくというふうな手法もあるようですので、うまく使っていただければと思っ

ております。そういった観光資源、観光イベントを越谷も先ほどご答弁にあったよ

うに、いろいろいっぱいあるわけですけれども、どうも聞いてみると観光課には４

名の職員ということですし、観光協会も10人に満たない程度の組織でやっているわ



けで、何から何までそこが全てやるということは考えがたいと思うのです。しかし

ながら、その観光資源はたくさんあるし、目の出し方によっては外から日本、関東

に住んでいる人だけではなくて、きょうのご答弁ですとインバウンド観光というよ

うな言葉で、外国人の方ももっと越谷に来てくれるのではないかみたいなお話も

あったわけでして、そういうようなことを体系的、効果的に進めていくためには、

越谷市観光計画みたいなものをつくってうまくコントロールしていかないと、何で

もかんでもそこに観光課に押しつければいいのだというようなことにはならないと

思いますので、そのあたりを私は観光振興計画という形で策定すべきだと思います

が、市長のお考えを伺います。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましても、環境経済部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　環境経済部長。 
 
◎長柄幸聖環境経済部長　お答えいたします。 
　　議員さんご指摘のとおり、観光に関する計画というのは、市長答弁の中でも触

れさせていただきましたが、基本には総合振興計画の中での位置づけ、さらには産

業振興ビジョンという計画があるのですけれども、そちらの中でも観光については

触れさせていただいていますが、そのような基幹的な計画の中での位置づけはある

ものの、具体的な部分計画みたいなものが今ございません。余り計画立ててそれに

縛られてしまうような計画では困ってしまうのですが、そういったこともありまし

て、先ほど市長の答弁にございましたけれども、ＪＴＢ関東さんと包括協定を結ば

せていただきまして、先ほども申し上げましたけれども、やはり国内最大手という

ところでいろいろな情報を持っているということで、今回私どもの観光の計画を立

てるときにもそちらのほうと深くかかわって、いろいろな意味でアドバイスをして

いただきたいと思っていますし、またその計画をつくる前の基礎調査、調査業務み

たいなものも連携をとって、まずは調査から入ろうと。その後しっかりした調査が

できれば、それを計画というふうな形の冊子にまとめるのが、しっかりした基礎が

できればそう難しいことではありませんので、その辺のところをＪＴＢさんのほう

と包括連携協定の中でつくっていきたいなというふうには思っております。 
　　さらに、それをつくり上げる段階で市民の皆様のお声を聞くということも当然

させていただきますが、せっかく観光協会さん、こちらの役員の方もいろいろ多種

多分野にわたった専門家の方がこれ役員になっていらっしゃる協会でございますの

で、そちらの組織にも意見を求めていきたい。さらには、商工対策委員会というよ

うな組織もございますので、そちらのほうにもご意見を伺いながらつくっていきた

い。 
　　いずれにいたしましても当面2020年オリンピック・パラリンピックまでを一定

の期間と見据えて越谷市の観光のありよう、またインバウンドも含めたこれからの



観光の振興に対する基本的な考え方、具体的な行動などを位置づけられればいいな

と思っていますので、ご理解いただきたいと思います。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「はい」と

言う） 
　　10番　大野議員。 
 
◆10番（大野保司議員）　ありがとうございます。冊子にするということよりも、

やはり効率的に限られた人材と予算を回して産業振興に結びつけていくということ

だと思いますので、それがどこでやったらいいのかと毎回１個１個議論している

と、本来進めなくてはいけない本来の仕事が進まないということにもなりかねない

ので、ぜひ計画的に進めていただければなと思っております。そして、違う越谷で

今までなかったアイデアとかも盛り込んで、まさにきのう中核市移行記念イベント

あったわけですけれども、44番目の中核市ということですが、来ていたところで宮

崎市の議長さんなんかということで、どこを見ても名前の通った自治体ばかりで、

そこに越谷もぜひ追いつけ追い越せということで市長も気持ちを新たに頑張ってい

るのではないかなと思っているところです。 
　　 
　そういうふうな観光振興越谷を目指すわけですが、その年間5,000万人も人を引き

寄せる力が越谷市にはあると、きのうも知事が「東京ディズニーランドは3,100万人

だけれども、越谷市はレイクタウンに5,000万人来るんですね」と、こうおっしゃっ

ていました。その辺の細かい数字もやがては数字の裏づけをもってしっかり語って

いただけるのではないかなと思うのですけれども、さりながらこの中核市移行とい

うことと観光振興イベントを使って人を寄せてやっていくというのは今後のやり方

だと思いますので、やがて中核市市長会なんていうのも越谷でやられるのかななん

て思ってしまうわけです。そうすると、越谷にそれができるような施設今あるのか

と、5,000万人も人が来ながらみんな日帰りで帰ってしまって、１泊していくような

ところもないのではないかというふうに思うのです。これだけ周りから人を引き寄

せる力があるのであれば、ホテルを１つこういった市長会が中核市長会が十分開か

れるようなホテルを越谷に誘致するというようなことも、今すぐではありません

が、しっかり見据えることが必要ではないかなというふうに思うのですが、そのホ

テルを誘致することに対する市長のお考えを伺いたいと思います。 
 
○橋詰昌児議長　市長の答弁を求めます。 
 
◎高橋努市長　ただいまのご質問につきましても、環境経済部長から答弁申し上げ

ます。 
 
○橋詰昌児議長　環境経済部長。 
 
◎長柄幸聖環境経済部長　お答えいたします。 
　　 



　いろいろご説明ありましたけれども、ホテルの誘致ということだと思いますが、

私どものほうも越谷にはビジネスホテルですとか、そういう小規模な宿泊施設はあ

るにしても、例えば200、300を超す相当数の方が宿泊できるようなホテルというの

がないのは、ちょっと非常に残念だなと思います。これからだけではなくて、特に

阿波踊りなど開催されますと、世界３大阿波踊りでもう30年もやっておりまして、

私はよその文化よりも越谷市に根づいたようなものだというふうに思っております

が、そのような催し物が開催されるときにいろんなところにいらっしゃってなかな

か泊まるところがないというような事情もございます。 
　　 
　また、議員さんご質問の中にもありましたけれども、越谷市は東武スカイツリー

ラインとＪＲ武蔵野線等がありまして、都内に出るのも日光に行くのもディズニー

ランドに行くのもいろんな上で便利だと。そういった意味ではホテルの需要という

のは、私はあると思っているのですが、私だけ思っていてもなかなか、企業の方が

ホテルの誘致の方がこれは食いついてもらわなくてはいけませんので、したがいま

して先ほど申し上げました越谷の地の利ですとか、越谷の総客観光の優位性または

これからの観光の展開などもいろいろ材料にいたしまして、ホテルにつきましては

いろいろ民間さんのほうに誘致に向けて民間さんが活動していただけるような情報

の提供に努めてまいりたいと思いますし、またそれ以外にもホテル誘致についての

情報等がありましたら積極的に収集してまいりたいと考えておりますので、ご理解

賜りたいと存じます。 
 
○橋詰昌児議長　続けての質問はありませんか。（10番　大野保司議員「なし」と

言う） 
　　以上で大野保司議員の質問を終了いたします。 


